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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 作成経緯

◎ 建築BIM合同会議の設立

建築BIM合同会議（仮）

施工部会 IT推進部会 設備部会 BIM部会

建築本部

建築生産委員会建築設計委員会

設計企画部会 構造設計部会 設備設計部会

生産性向上専門部会 設備情報化専門部会設計BIM検討WG

2021年8月3日
第１回合同会議 開催
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 作成経緯

◎ 建築BIM合同会議の方向性に関する調査 ⇒ロードマップの策定

設問2 目指す姿に向けた検討テーマ
（自由意見）
ロードマップを作成し、見直しをしながら、
それに沿った活動を設計・施工一丸となっ
て進めていくべきと考えます。

設問３ 具体的なアクション
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 作成経緯

◎ 施工BIMロードマップ 「施工BIMのスタイル2020」
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 作成経緯

◎ ロードマップ検討過程

建築BIM
合同会議
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施工・設備
部会

BIM部会

施工BIM
専門部会
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 全体構成

日建連活動項目 全体・共通分野

設計分野

設計・施工間

施工分野

維持管理・運営分
野

人材育成・共通分
野

BIMの将来像
担当(部会）

実施スケジュール

※タイムスパンは
2021～2030
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ BIMの将来像

発注者も含め
BIM活用メリットの理解が深まる

施工と製作の連携が進む

発注者からBIM活用要求が一般化する
（＝BIM活用が必然となる）

設計施工一貫方式案件で
設計施工のBIM一貫利用が進む

設計・施工分離発注案件でも
設計施工のBIM連携利用が進む

設計施工一貫方式の
メリットの理解が高まる

BIMを中心とした業務スタイルの確立 BIMを中心とした業務スタイルの定着

2021～2025 2026～2030
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 全般・共通部分 凡例：「★」とりまとめ・資料作成｜「●」資料作成｜
「〇」意見照会｜ ：成果物

設
計
企
画
部
会

施
工
部
会

設
備
部
会

Ｂ
Ｉ
Ｍ
部
会
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 全般・共通部分 凡例：「★」とりまとめ・資料作成
「●」資料作成
「〇」意見照会

成果物

設
計
企
画
部
会

施
工
部
会
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備
部
会
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 設計分野 凡例：「★」とりまとめ・資料作成
「●」資料作成
「〇」意見照会

成果物

設
計
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部
会
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工
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 設計・施工間 凡例：「★」とりまとめ・資料作成
「●」資料作成
「〇」意見照会

成果物

設
計
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画
部
会
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工
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 施工分野 凡例：「★」とりまとめ・資料作成
「●」資料作成
「〇」意見照会

成果物

設
計
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画
部
会
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工
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会
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会

Ｂ
Ｉ
Ｍ
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会
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 維持管理・運用分野 凡例：「★」とりまとめ・資料作成
「●」資料作成
「〇」意見照会

成果物
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計
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工
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ 概要説明

◎ 人材育成・教育分野 凡例：「★」とりまとめ・資料作成
「●」資料作成
「〇」意見照会
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日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
■ おわりに

発注者も含め
BIM活用メリットの理解が深まる

施工と製作の連携が進む

発注者からBIM活用要求が一般化する
（＝BIM活用が必然となる）

設計施工一貫方式案件で
設計施工のBIM一貫利用が進む

設計・施工分離発注案件でも
設計施工のBIM連携利用が進む

設計施工一貫方式の
メリットの理解が高まる

BIMを中心とした業務スタイルの確立

BIMを中心とした業務スタイルの定着


